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研究成果の概要（和文）： 

1990 年代末から 2000 年代半ばにかけて、「南」の国々から先進国への看護師の国際移動
が急増した。主たる目的地の一つは、国民保健サービスの拡充のために外国人看護師の大
規模な雇用斡旋策を採用したイギリスである。本研究では、過去 20 年間にイギリスを中
心とする先進国に看護師を送り出したアジア、アフリカの 4 カ国（フィリピン、南アフリ
カ、ガーナ、ジンバブウェ）を取り上げ、各国からの看護師の国際移動の概要（規模、傾
向、行き先など）を变述するとともに、看護師の国際市場の急速な拡大がこれら 4 カ国の
医療保健システム、とりわけ医療人材供給にどのようなインパクトを与えたのかを明らか
にした。看護師の国外流出の動向にはイギリスの政策が著しい影響を与えており、1990 年代末
以降の看護師の国際移動を牽引してきたのは先進国社会の労働需要とそれを満たすための移民
政策というプル要因であること、これら 4 カ国では国際移動によって看護師不足が深刻化し
たものの、その後の看護学校の増加や一定期間の国内での労働を義務づける政策の導入な
どにより、2000 年代末には看護師の充足率が改善したことなどが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
From late 1990s to mid-2000s, international migration of nurses from developing 
countries to industrialized countries increased dramatically. One of the major 
destination countries was the UK, which had initiated a large scale recruitment of 
foreign nurses in order to expand the workforce at its National Health Service (NHS). 
This study has described the scale and general trend of nurse migration from four 
source countries (the Philippines, South Africa, Ghana and Zimbabwe) to the UK as 
well as other destination countries in the past 20 years, and examined the impact of 
rapid expansion of international market for nurses on the health system of these four 
source countries. 
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１．研究開始当初の背景 

 1990 年代以降、グローバライゼーション
の進展とともに、国際労働力移動の新しい特
質として①専門技術労働者の移動の増加、②
国際労働力移動の女性化が指摘されるよう
になった。この現象を体現するのが看護師の
国際移動の急増である。先進国での尐子高齢
化の進展と、伝統的に看護・介護労働を担っ
てきた女性にとっての職業選択の幅の拡大
により、先進国では看護・介護労働者不足が
深刻化した。先進国の医療機関が不足する看
護・介護労働者を海外の市場に求めた結果、
その主たる供給源となったのがアフリカ諸
国やフィリピン、インドなどのアジアの国々
であった。 

 先行研究は、アフリカやアジアからなぜ彼
（女）らが海外へ出稼ぎへ出るのかに注目し、
プッシュ、プル理論を用いて説明を試みてき
た。だが、この現象が、送り出し国における
医療サービスの提供や送り出し国の医療保
健体系に対してどういった影響を与えつつ
あり、それに対してどういった対策が講じら
れなければならないのか、という観点から問
題を把握し論じている研究はあまりない。送
り出し国であるアフリカ、アジアの国々から
見れば、医療労働者の国際移動は深刻な頭脳
流出につながり、既存の脆弱な医療サービス
のさらなる悪化をもたらしかねない。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、専門技術労働者の移動は
非熟練労働者の国際移動とは異なる性質を
もつという前提に立ち、「アフリカ－南アフ
リカ－イギリス」および「フィリピン－イギ
リス」という 2 つの地域ブロックにおける看
護師を中心とする医療従事者の国際移動の
特質を抽出するとともに、医療従事者の国際
移動が送り出しと受け入れ国の双方にとっ
て、どのような社会的・経済的影響を及ぼす
のかを明らかにすることである。さらに、ア
フリカ、アジア両地域の比較分析を通じて、
医療従事者の国外流出とそれに伴う国内に
おける医療人材の不足というグローバルな
課題に対して、国際社会にはどのような取り
組みが求められているのか、先進国のみなら
ず途上国を含めたグローバルな規模での医
療・社会サービスを保障するためにはどのよ
うな政策的取り組みが必要であるのかを考
察する。 

 

３．研究の方法 

 医療従事者の国際移動に関する先行研究
のレビューに加えて、本研究では、①世界最
大の看護師送り出し国であるフィリピン、②
アフリカ大陸のなかでナイジェリアに次い
で 2番目に国外に流出する看護師が多く、近

隣の南部アフリカ諸国からの看護師受け入
れ国でもある南アフリカ、③途上国の中でも
最貧国に位置づけられ、国際移動による看護
師の人材流出がことさら深刻なガーナとジ
ンバブウェ――の 4カ国において現地調査を
実施し、政府の医療人材政策について情報収
集を行うとともに、看護学校や病院、保健省、
看護協会など医療関係機関の関係者に対し
て重点的なインタビューを実施する。さらに、
2000年代前半に上記4カ国からの看護師を大
量に受け入れたイギリスの外国人看護師雇
用斡旋政策および同看護師受け入れの動向
について、英国看護助産師評議会の資料をも
とに調査する。 
 
４．研究成果 
 3 年間の研究を通じて、①フィリピン、②
南アフリカ、③ガーナ、④ジンバブウェの 4
カ国からの 1990 年代末から 2000 年代におけ
る看護師の国外流出の動向（規模、傾向、行
き先）、それに対する政府の政策的対応や社
会の反応について非常に対照的な姿が浮か
び上がった。また、これら 4 カ国の看護師の
国外流出の動向には、イギリスの外国人看護
師雇用斡旋策の変化が著しい影響を与えて
おり、「南」の国々から先進国への国際移動
は、両者の間に存在する賃金格差や労働条
件・環境の差を中心とするプッシュ要因によ
って説明されがちであるが、1990 年代末以降
の看護師の国際移動を牽引してきたのは、先
進国社会の労働需要とそれを満たすための
移民政策というプル要因であることが明ら
かになった。送り出し国 4カ国についての成
果を簡単にまとめると以下の通りとなる。 
 ①フィリピンは、1970 年代半ばから中東諸
国へ看護師を送り出しており、2000 年には世
界最大の看護師輸出国となった。2001 年には
1 万 4,000 人強の看護師が国外で雇用先を見
つけている。もともと植民地化などの歴史的
関係を持たないイギリスは、1998 年頃までは、
フィリピン人看護師の目的地ではなかった。
しかしながら、1999 年からこの状況は一変し、
2001 年にはサウジアラビアに匹敵する重要
な受入れ国となった。 
 看護師の国際市場の拡大は、フィリピン国
内に甚大なインパクトをもたらし、フィリピ
ンでは海外へ行くために看護師を目指す人
びとが増え、その需要を満たすために看護学
校が相次いで開校した。だが、2005 年頃を境
にイギリスによる外国人雇用斡旋政策が縮
小したため、2000 年代初頭の看護師ブームに
乗って看護師を目指した人びとは、海外での
就職先を見つけることがきわめて困難にな
った。フィリピンの保健医療システムは彼女
たちを吸収することができないため、フィリ
ピンでは看護師資格を持ちながら医療機関



で働くことのできない大量の看護学校卒業
生という新しい問題が生まれることになっ
た。 
 ②南アフリカでは、公立病院を中心に医師、
看護師が慢性的に不足しており、それを補う
ために外国人（主としてキューバ人）医師の
受け入れが実施されてきた。1994 年の民主化
後、イギリスを中心に南アフリカ人看護師の
流出が増加したが、2000 年代半ば頃から、イ
ギリスの政策の転換とともに、国外へ出る看
護師の数は減尐している。 
 南アフリカで特徴的なのは、南アフリカ政
府が看護師の国外流出を非常に問題視し、
1999 年以降、相次いで、国内に医師、看護師
を留めるための医療人材政策を打ち出した
ことである。医療部門での養成課程を修了し
た人びとには、僻地の医療機関での労働を 1
年間義務づけるコミュニティ・サービスが導
入された。また、僻地手当や不足技能手当、
公的部門の看護師の賃金体系の全面的改訂
などの給与構造改革も行われている。さらに、
南アフリカの医療保健システムに関する調
査を通じて、同国では医療人材不足の原因が
海外への人材流出に限られないことが明ら
かになった。 
 他方で、南部アフリカ諸国から南アフリカ

への医師・看護師の流入は、1990年代半ば以
降、原則的には認められていないこともわか
った。よって、南アフリカを南部アフリカ諸
国からの医師・看護師の主要流出先として捉
える仮説は再検討しなければならないこと
が明らかになった。 
 ③ガーナ人看護師の最大の受け入れ

先もイギリスであった。ガーナ人看護師
のイギリスへの流出は2002～2004年を
ピークに減尐しているが、2000年代初頭
に急激に看護師の国外流出が増加した
ことで、同時期にガーナ国内ではアクラ
など都市部の大病院を中心に深刻な看
護師不足が起こった。それに対してガーナ
政府保健省は看護学校の定員増加と准看護
師的な医療スタッフの育成を拡大すること
によって対応し、2007年には看護学校の入学
者が1999年の3.6倍に増加した。 

2000 年代半ば以降、イギリスの医療人材政
策の転換により、外国人看護師のイギリスへ
の出稼ぎが困難になったことでガーナ人看
護師の国外流出はペースダウンした。その結
果、現在では看護師不足よりも国内における
看護師の待遇を維持しながら、増大する看護
学校卒業生のために雇用を創出するという
点にガーナの医療人材政策の課題が変化し
ていることが明らかになった。 
 ④ジンバブウェは、1980 年の独立後、主と
して、90 年代初頭から国内経済状況が悪化し、
2000 年以降は政治的経済的混乱が深化した
ことを背景に、国外に大量のジンバブウェ人

が流出する事態となった。医師や看護師を中
心とする医療労働者は人材流出の中心をな
し、行き先もイギリス、南アフリカ、ボツワ
ナ、オセアニアなど多岐に渡った。 
 南アフリカやガーナとジンバブウェが異
なる点は、ジンバブウェにおいては、イギリ
スによる組織的な外国人看護師雇用斡旋政
策が終了した後も、国内の経済的混乱が悪化
し続けたため、オセアニアや南部アフリカ諸
国などへの看護師の流出が続いたことであ
る。2009 年 2 月に連立政権が成立して以降、
米ドルを中心とする多通貨制度が導入され
たことでハイパーインフレは落ち着き、公務
員への給与支払いが再開された。公的な医療
サービスは危機的な状況を脱することはで
きた。しかしながら、医療労働者の流出は止
まっていないばかりか、流出した人材がジン
バブウェに戻れるような状況には至ってお
らず、長期的な政治的安定が医療サービス復
興の鍵を握る。 
 以上のように、1990 年代末から 2000 年代
のイギリスによる外国人看護師の雇用の拡
大とその後の縮小は、4 カ国それぞれに異な
ったインパクトをもたらした。しかし 4 カ国
に共通しているのは、国際移動によって看護
師不足が深刻化したものの、その後の看護学
校の増加や一定期間の国内での労働を義務
づける政策の導入などにより、2000 年代末に
は看護師の充足率が改善したことである。ま
た、南アフリカやガーナ、ジンバブウェでは、
人員の国外流出がもたらす人手不足とオー
バーワークに憤慨した看護師自身によって
ストライキが行われた後、看護師の給料体系
が一定程度改善された。これら新たな看護人
材を生かせるように国内の医療保健システ
ムを見直していくことが、フィリピン、南ア
フリカ、ガーナ、ジンバブウェに共通する今
後の課題である。 
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